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はじめに

PHPには数多くのフレームワークが存在しています。かつては Javaや Rubyなど各種プログ

ラミング言語で人気を博したフレームワークの流れを汲むものが主流でしたが、昨今の PHPの進

化や Composerによるパッケージ管理エコシステムの確立で、フレームワーク自らが持つ機能を

コンポーネントとして独立させ、コンポーネントの集合としてフレームワークを形成する構成が

注目を集めています。また、個別に配布されるコンポーネントはフレームワークと分離して利用

でき、必要なコンポーネントを組み合わせて、新たなフレームワークを構築することも可能です。

本書で取り扱う Laravelはまさにこれを体現しており、既存の Symfonyを中心に各種のオー

プンソースコンポーネントやライブラリで構成されています。また、興味深いのは Laravel自身

もコンポーネントとして分離可能である点です。まさにコンポーネント指向である現在の PHPフ

レームワークのトレンドを牽引しているといえます。

Webアプリケーションの要件は多種多彩ですが、どのアプリケーションでも必要とされる定型

処理はフレームワークごとに独自に実装するのではなく、既に実装されている良質なコードを再

利用しており、合理的な実装方法がとられています。

Laravelでは良質で実績のある既存コンポーネントを簡潔なコードで利用できます。もちろん、

内部では複雑でパワフルな実装も行われていますが、一般的な Webアプリケーション開発はシン

プルなコードを記述するだけで簡単に実現できます。さらに、より大規模で複雑なアプリケーショ

ンを構築するケースでは、コンポーネントの機能をフルに活用することも可能であり、フレーム

ワークの初学者からエキスパートまで幅広い層に受け入れられています。

共著者の川瀬は公式ドキュメントの和訳版を公開したり、その他の執筆陣もそれぞれ個別にブ

ログに展開したり技術イベントに講演者として登壇するなど、様々な情報提供を行っています。

また、筆者自身も業務で Laravelを利用した Webアプリケーションをリリースし、追加開発は

もちろん継続的な運用を担当するなど、開発現場で実際に Laravelを活用しています。

本書は、執筆陣が様々な普及活動や開発現場で蓄積した知見に基づき、これから Laravelを学

ぶ初学者はもちろん、既に活用している開発者にも参考になる構成内容を心掛けました。順を追っ

てすべてを読破する必要はなく、開発に求められる部分を読み進めることで、Laravelの活用が

十分に理解できるはずです。本書が開発者の皆様のお役に立てるならば幸いです。

2015年冬 執筆陣を代表して

新原 雅司
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Laravel の概要

C h a p t e r

01

常に新しいフレームワークが発表される PHP界に現れた新
星が Laravel です。利便性を第一に考えつつも新しい開発
ツールを積極的に統合しています。さらには、コミュニティ
やカンファレンスを通し開発ノウハウが発信されています。
本章では Laravel のバックボーンに触れることで、その方向
性を説明し、PHP開発環境の整備に関しても解説します。
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何かを学ぶ際には、その対象を知る必要があります。本書で解説する Laravelを学ぶにあたり、

そのバックボーンや特徴を把握することで、技術的な知見の理解もスムーズに得られます。本節

では Laravelの概要を説明します。

1-1-1 Laravel とは

「Laravel」（ララベル）は、Taylor Otwell氏（アメリカ・アーカンソー州在住）が開発す

る PHPフレームワークです。.NETによる開発経験をバックボーンに持つ同氏は、PHPの特徴を

活かして Webアプリを快適に開発できるフレームワークを目指しています。その使いやすさはも

ちろん、活発なコミュニティ活動のおかげで Google Trendsにおける人気度の動向は右肩上が

りを示すなど、世界中で人気が急騰しており、日本国内でもユーザーが急増しています。また、オー

プンソースとして MITライセンスで配布されているので、無料で自由に利用できます。

Laravelはフルスタック（多機能）な PHPフレームワークで、ルーティング、コントローラ、

ビュー、ORMなど基本的な機能を備え、さらに近代的な Webアプリで活用されるジョブキューや

Webストレージなども積極的に統合しています。

「幸せな開発者が最高のコードを書く」、これが Laravelのバックボーンとなっている基本的な

哲学です。定型的なコードの記述を減らすため、様々な工夫が取り入れられています。ありふれ

た「雑務的」なプログラミング作業を減らし、「よい動作ロジック」、「シンプルで分かりやすい実

装方法」など、より創造的な部分に開発者の能力を投入できます。

1-1-2 Laravel の特徴

Laravelにはたくさんの魅力がありますが、Laravelを使い始めた開発者が賞賛するポイン

トをいくつか紹介します。

C h a p t e r 01
S e c t i o n

0 1 - 0 1 Laravel とは
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Laravel

の
概
要

Laravel とは0 1 - 0 1

・多種多様なバリデーションルールと容易な拡張性
・簡単に実現できるページネーション（ページ付け）
・柔軟なサービス (DI) コンテナ
・使いやすく使用準備の手間が掛からないORM
・実行しやすいテスト

上記の特徴は各章で説明していきますが、本項では Laravelフレームワークが持つ魅力のなか

でも特に特徴的ともいえる、高い可読性・記述性と開発速度の向上を中心に、バージョン推移と

LTS（Long Term Support）、互換性の高い軽量フレームワーク Lumenに関して説明します。

▶高い可読性・記述性

Laravelのファサード（Facade）は、静的メソッド記法によるコアクラスへのアクセスを提

供しています。これにより静的メソッド記法の可読・記述性の高さと、交換可能なクラスインス

タンスという長所を両立させています。ファサードによるアクセス時に、クラスがインスタンス

化されていなければ生成され、呼び出したメソッドが実行されます。

ただし、ファサードを利用する記法が強制されることはありません。別の方法でもコアクラス

へのアクセスが可能です。開発手法や嗜好に従い、ベストな形式を選択できます（リスト 1.1）。

リスト1.1：様々なコアクラスへのアクセス方法
// ファサード記法による Fileクラスへのアクセス

$content = \File::get('sample.txt');

// ヘルパー関数を使用してのアクセス

$content = app('files')->get('sample.txt');

$content = app()->files->get('sample.txt');

// コンテナの自動依存インスタンス注入による取得

// Fileファサードの実体クラス

use Illuminate\Filesystem\Filesystem;

class Sample {

    // この Sampleクラスがサービスコンテナにより

    // インスタンス化される場合に Filesystemは

    // 自動的にインスタンス化され、$fileに渡される。

    public function __construct(Filesystem $file)
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    {

        $this->file = $file;

    }

    public function getFile($fileName)

    {

        $content = $this->file->get('sample.txt');

    }

}

また、この他にも簡単で分かりやすいメソッド名の採用など、細かい心遣いが積み重ねられ、

可読性と記述性の高いコードを記述できます。

▶開発速度の向上

Laravelを採用する開発者は、「開発速度の向上」を魅力の 1つにあげます。前述の高い可読

性や記述性に加え、定型コーディングの減少や開発チームのスタイルに合わせられる柔軟性など、

その使いやすさから開発速度の向上を見込めると判断されています。フレームワークは開発の基

礎システムですが、技術者には道具ともいえます。使い勝手の良さは重要な要素です。

さらに Laravelを使った開発により、高揚を感じる開発者も少なくありません。多くの開発者

にとって「簡単すぎず、難しすぎない」、「便利だけれど、押し付けがましくない」と感じさせる「程

度の良さ」を持っている Laravelであれば、快適に開発できるからです。幸せな開発者は最高の

コードを書くだけでなく、効率的に行います。余計な事柄や気分に気が削がれずに、担当する仕

事に集中できるからです。

開発速度を上げ、効率を向上できるのは、誰にとってもメリットがあります。日本の Laravel

紹介ページである laravel.jpで紹介されている、Jeff Madsen氏（http://codebyjeff.

com/）のコメントを引用しましょう。

「Laravel はオフィスに夜遅くまで残りたくない人のためのフレームワークです。」

▶バージョン推移と LTS

Laravelはメジャーアップデートごとに大きく発展し続けています。簡単に過去バージョンの

リリース経緯を説明します。
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Laravel

の
概
要
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・バージョン 1および 2：学習コストの低さ、軽量さが評価されていました。
・バージョン 3：Web アプリに必要な機能が強化され、フルスタックになりました。Laravel
が世界的にブレークしたバージョンです。

・バージョン 4：大規模開発やテスト性能向上のため、コンテナ機能が強化されたバージョンで
す。PHPパッケージ管理ツールの「Composer」（P.017）が導入されました。

・バージョン 5：Webアプリケーションのレイヤに基づくディレクトリ構造へ刷新されました。
タスク自動化の「Elixir」や OAuth 認証の「Socialite」パッケージが用意されました。

大きな進化を遂げるメジャーリリースは数年ごとに行われる予定ですが、主に機能追加が行わ

れるマイナーリリースは半年単位です。このサイクルが早いため、長期にわたり開発を継続する

必要のあるプロジェクトでは、Laravel採用を躊躇させる面もありました。

しかし、2015年 6月 9日にリリースされたバージョン 5.1は LTS（長期間サポート版）です。

LTS版は 2年ごとにリリースされる予定です。バグフィックスは 2年間、脆弱性の対処は 3年間

にわたり行われます。これにより、長期的なプロジェクトにも安心して採用できます。本書では、

初めてリリースされた LTSであるバージョン 5.1を中心に解説します。

▶軽量フレームワーク Lumen

Laravelはバージョン 4以降 Composerが導入されたこともあって、積極的に既存のパッケー

ジを採用しています。十分にテストされた多様なコンポーネントを取り入れることで機能を強化

していますが、オーバーヘッドの増加により、実行速度が低下する傾向にあります。

そこでシンプルな機能のアプリケーションを素早く動作させるため、新しいフレームワークが

開発されています。初期化処理や設定方法を見直し、スピードアップを図った軽量フレームワー

ク「Lumen」（http://lumen.laravel.com/）です。Laravelとの互換性も高いフレームワー

クです。

高速に動作する兄弟フレームワーク「Lumen」の登場により、一般的な Webアプリ側では

Laravelを、API側では Lumenを利用するなど、用途に合わせて使い分けることが可能です。

なお、Lumenでは Laravelと共通のコンポーネントが使用されているため、本書の内容は

Lumen使用時にも参考になります。
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1-1-3 フレームワークによる開発

「フレームワーク」とは骨組みや何かの基礎となる構造を指し示す言葉です。Webアプリケーショ

ンのためのフレームワークは、アプリケーション構築に必要な機能が組み合わされ、開発準備が

整っている基本的なソフトウェアを指します。また、同様にアプリケーション開発に使用される

プログラムに「ライブラリ」があります。ライブラリは、単一機能を提供するソフトウェアもし

くはその集合を示し、システムを構築するための部品です。

フルスタックな現代の PHPフレームワークは通常複数のライブラリで構成されています。両者

はともに Web開発のベストプラクティスやノウハウが詰め込まれたものです。開発者は全知の存

在ではありません。フレームワークやライブラリを適切に使用することで、知識や経験を補うこ

とが可能です。ライブラリは、システムを構築する部品として十分にテストされ、品質も管理さ

れています。その機能を自ら作成するよりも簡単に高品質の部品が手に入るわけです。

開発する際に利用するベースシステムによる特徴を見てみましょう（表 1.1）。

表1.1：開発ベースによる比較
ベースシステム 必要な知識量 開発自由度 実行効率
CMS系（※ 1） 低～中 限定的 低
フレームワーク やや低～中 十分 中～高
ライブラリ 中～やや高 十分 中～高
PHPのみ 高 最高 最高

ベースシステムを使わずに、PHPのみでシステムを開発する場合、開発効率や自由度は高いで

すが、開発者には幅広い知識が求められます。CMS系ソフトウェアをベースとして開発すれば、

必要な知識量はさほど多くない代わりに、拡張性が低くなります。機能追加や変更が標準で拡張

できる範囲を超えると、要求される知識と作業量が各段に増えます。

フレームワークやライブラリによる開発を始めるには、ある程度の学習が必要とされますが、

比較的実行効率が高いシステムを開発できます。新しいサービスを構築するのは、既存サービス

との差別化や優位性が求められることが理由の 1つですから、そうした要求に応えられるだけの

開発自由度を活用できます。

数多く存在するフレームワークの中でも、Laravelは開発速度や利便性を重視しており、強い

規約もないため段階を踏みながら学習することで簡単に習得できます。本書はフレームワークを

ある程度理解していることを前提としていますが、初学者でもポイントをおさえ効率的に理解で

きるよう、各節の冒頭で基本概念を解説します。
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1-1-4 開発情報

最初に公式サイト（http://laravel.com）のドキュメントに目を通しましょう。左側のナビゲー
ションに「The Basics」（基礎）と「Architecture Foundations」（構造）として分類され

ているドキュメントを最初に読むことをお勧めします。以降は必要に応じて目を通しましょう。

・公式サイト： http://laravel.com
- ドキュメント： http://laravel.com/docs
- API： http://laravel.com/api

公式サイトは Taylor Otwell氏が管理する英語サイトのみです。英語が苦手な場合は、非公

式の日本語ドキュメントもあるので、こちらを参照しましょう。

・日本語翻訳ドキュメント：
 http://readouble.com/laravel

各種の質問はコミュニティで尋ねることをお勧めします（日本語）。

・Facebook Laravel jp： 
 https://www.facebook.com/groups/laravel.jp
・Google+ Laravel Japan： 
 https://plus.google.com/u/0/communities/118006056115330646882

上記の他にも、「Stackoverflow」（http://ja.stackoverflow.com/）や「Qiita」（https://

qiita.com/）などの Q&Aサイトで質問しても回答を得られことが多いようです。

なお、上記のオープンなサイトで質問することが難しい場合、日本語で Laravelに関するチャッ

トが可能な会員制チャットルームも用意されています。larachat.jp@gmail.comにメールを

送れば、招待状が返信されます。

・Slack larachat-jp： https://larachat-jp.slack.com

（※ 1）コンテンツマネージメントシステム（Content Management System）
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Laravelを使い開発するには、PHPや Webサーバ、MySQLなどのデータベースが必要で

す。本項では、XAMPPなどを利用した簡単な開発環境の構築方法や、Vagrantを利用する

Homesteadの利用方法を紹介します。なお、本書では Laravel 5.1を対象にしているため、

PHPはバージョン 5.5.9以上を利用する必要があります。

1-2-1 Windows/OS X における開発環境の構築

Windowsや OS Xでの PHP開発環境の構築には複数の方法がありますが、本項では「XAMPP」

による環境構築を紹介します。

▶XAMPPのインストール

公 式 サ イ ト「XAMPP Installer and Downloads」（https://www.apachefriends.

org/jp/index.html）にアクセスして、インストーラをダウンロードします。インストーラを

起動して指示にしたがいインストールします。

インストール完了後は、XAMPPのコントロールパネルで Apacheや MySQLを起動します。

Apacheの起動後は、「http://localhost」または「http://127.0.0.1」にアクセスできる

ことを確認しましょう。

▶環境変数の設定

続いてコマンドの実行パスに PHPのファイルパスを追加します。Windows環境では、「コント

ロールパネル」を開き、「システムとセキュリティ」などからたどって表示できる「システムのプ

ロパティ」→「詳細設定」タブの「環境変数」をクリックします。システム環境変数の変数名「Path」

を選択し、「編集」ボタンを押して PHPへのパスを追加します。

XAMPPをインストールしたディレクトリの PHP実行パスが「c:¥xampp¥php」であれば、「;」

に続いて「c:¥xampp¥php」を追加します。同様に MySQLなどのパスも追加します。

C h a p t e r 01
S e c t i o n

0 1 - 0 2 環境設定
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OS Xの場合は、ユーザーのホームディレクトリに設置されている .bash_profileをエディタ

で編集し、環境変数 PATHにパスを追加します（リスト 1.2）。ファイルパスを追加後、コマンド

プロンプトで「php -v」を実行して、phpのバージョンが5.5.9以上であることを確認しましょう。

リスト1.2：~/.bash_profile にパスを追加
export PATH=/Applications/XAMPP/bin:$PATH

▶Composer のインストール

Laravelを利用して開発するには「Composer」を導入する必要があります。Windows環境

では、Composer公式サイト「Windows install」（https://getcomposer.org/doc/00-

intro.md#installation-windows）からインストーラをダウンロードしインストールします。

OS X環境では、下記のコマンドでインストールします。作成された composer.phar（PHPアー

カイブ）を実行可能なディレクトリに移動して、「composer」として実行可能にします。

リスト1.3：Composer のインストール
$ curl -sS https://getcomposer.org/installer | php

$ sudo mv composer.phar /Applications/XAMPP/bin/composer

インストールは標準設定のままで構いません。インストール後はターミナルで「composer 

--version」を実行してバージョン番号が表示されることを確認しましょう。

1-2-2 Linux における開発環境の構築

本項ではUbuntu 14.04を例にインストール手順を紹介します。Ubuntu以外や異なるバージョ

ンの場合、パスやコマンドなどが異なる可能性があるので、注意してください。

Ubuntu 14.04では 「apt-get install php5」コマンドで、php 5.5.9をインストール

できますが、ここではリポジトリを追加して、 php 5.6をインストールします。

下記のコマンドを実行し、software-properties-commonをインストールして、リポジト

リを追加します。続いて php5をインストールします（リスト 1.4）。

リスト1.4：リポジトリを追加
$ sudo apt-get install software-properties-common

$ sudo add-apt-repository ppa:ondrej/php5-5.6

$ sudo apt-get update

$ sudo apt-get install -y php5
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$ echo mysql-server mysql-server/root_password password 'rootパスワード ' \

| sudo debconf-set-selections

$ echo mysql-server mysql-server/root_password_again password 'rootパスワード ' \

| sudo debconf-set-selections

$ sudo apt-get install -y mysql-server

PHPと一緒に、必要となる Apacheや MySQLなどもインストールされます。

▶Composer のインストール

OS X環境と同様に、下記のコマンドで Composerをインストールします。その際に作成され

る composer.pharを実行可能な場所に移動し、ファイル名を変更して「composer」として実

行可能にします（リスト 1.5）。「composer --version」コマンドを実行してバージョン表示

を確認し、必要に応じてデータベースなどもインストールしましょう。

リスト1.5：Composer インストールコマンド
$ curl -sS https://getcomposer.org/installer | php

$ sudo mv composer.phar /usr/bin/composer

1-2-3 Laravel Homestead

手元の OSに関係なく開発チームに統一した環境を容易に配布できる Vagrantが、PHPによる

開発でも利用されています。Vagrantは VirtualBoxや VMwareはもとより、Amazon EC2や

Rackspaceなどにも対応しています。

Vagrantを利用することで、仮想マシン上に Laravel開発環境を構築することも可能です。

Laravelには簡単に Laravel開発環境が構築できる、「Laravel Homestead」と呼ばれる公

式 VagrantBoxが用意されています。

本項では OS Xや Ubuntuをホスト OSとして、VirtualBoxと Vagrant、Homesteadを利

用する方法を紹介します。

▶VirtualBox のインストール

「VirtualBox」は、公式サイト「Download VirtualBox」（https://www.virtualbox.

org/wiki/Downloads）から、手元の OSに合致するパッケージなどをダウンロードしてインス

トールします。Vagrantの利用に特別な設定などは特に必要ありません。
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▶Vagrant のインストール

公式サイト「DOWNLOAD VAGRANT」（http://www.vagrantup.com/downloads）から手元

の OSに合致するパッケージをダウンロードしてインストールします。

▶ Laravel Homestead に含まれるソフトウェア

Laravel Homesteadに含まれるソフトウェアは、次の通りです。なお、PHP 5.6と HHVM

（HipHop Virtual Machine）は、Homestead.yamlで切り替え可能です。

* Ubuntu 14.04 

* PHP 5.6 

* HHVM 

* Nginx 

* MySQL 

* PostgreSQL 

* Node.js（PM2と Bower、Grunt、Gulpを含む） 

* Redis 

* Memcached 

* Beanstalkd 

* Laravel Envoy 

* Blackfire Profiler 

▶ Laravel Homestead の利用準備

Laravel Homesteadの利用には、統合開発環境としてグローバルで環境を共有する方法

と、プロジェクトごとに環境を構築する方法の 2種類があります。それぞれ VirtualBoxや

Vagrantのインストール後に実行します。本項でのコマンドの実行は Linuxのターミナル操作

を対象として説明しますが、Windowsなど各 OSに合わせてコマンドを実行してください。

グローバルで利用する場合
次のコマンドで homesteadを boxに追加します（リスト 1.6）。

リスト1.6：Homestead を追加
$ vagrant box add laravel/homestead

0 1 - 0 2 環境設定
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次に Homesteadリポジトリをダウンロード、または cloneコマンドなどでローカルに設置し

ます。下記に git cloneでの設置例を示します（リスト 1.7）。

リスト1.7：git コマンドによる設置例
$ git clone https://github.com/laravel/homestead.git Homestead

設置後に Homesteadに含まれる init.shを実行します（リスト 1.8）。実行後はホームディ

レクトリに .homesteadディレクトリが設置され、設定ファイルの Homestead.yamlが作成さ

れます。

リスト1.8：init.sh を実行
$ bash init.sh

プロジェクトごとに利用する場合
プロジェクトごとに Homesteadを利用する場合は、プロジェクトの composer.jsonに追記

するか（リスト 1.9）、 コマンドを実行して開発時にのみ利用するようにします（リスト 1.10）。

リスト1.9：composer.json への追記例
"require-dev": {

  "fzaninotto/faker": "~1.4",

  "mockery/mockery": "0.9.*",

  "phpunit/phpunit": "~4.0",

  "phpspec/phpspec": "~2.1",

  "laravel/homestead": "*"

},

リスト1.10：Composer コマンドでインストールする例
$ composer require laravel/homestead -dev

インストール後は次のコマンドを実行して Homestead.yamlを作成します（リスト 1.11）。

リスト1.11：各OS環境でのHomestead.yaml 作成コマンド
# OS Xや Linuxなど

$ php vendor/bin/homestead make

# Windows

vendor¥bin¥homestead make
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1-2-4 Laravel Homestead の設定

Laravel Homesteadの動作設定には、Homestead.yamlを利用します。

▶公開鍵の作成と指定

仮想環境への接続で利用する SSHの公開鍵を作成します。作成済みであれば作成の必要はあり

ません。公開鍵は次のコマンドで作成します（リスト 1.12）。

なお、Windows環境の場合は「PuTTYgen」などを利用してください。

リスト1.12：公開鍵の作成
$ ssh-keygen

ホームディレクトリ内の「.ssh」ディレクトリに公開鍵（id_rsa.pub）が作成されます。こ

のファイルパスを Homestead.yamlの authorizeで指定します（リスト 1.13）。接続先の仮

想環境で、「~/.ssh/authorized_keys」ファイルに公開鍵の内容がコピーされます。

リスト1.13：公開鍵の指定
authorize: ~/.ssh/id_rsa.pub

▶共有フォルダの設定

Homestead.htmlの設定では、foldersにHomesteadと共有するディレクトリを記述します。

プロジェクトごとに利用する場合は、makeコマンド実行時に自動で反映されます。なお、マウン

トに NFSを利用する場合は typeで nfsを指定します（リスト 1.14）。利用しない場合は指定し

なくて構いません。

リスト1.14：NFSマウント利用指定
folders:

    - map: "/path/to/Reference.Application"

      to: "/home/vagrant/reference-application"

      type: "nfs"

▶ vhosts 設定

sitesを利用して vhostsなどの設定を記述します。Nginxの設定ファイルなどを直接編集す

る必要はありません。PHP 5.6ではなく HHVMを利用する場合は、hhvmを trueにします（リ

スト 1.15）。利用しない場合は指定しなくて構いません。

0 1 - 0 2 環境設定
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リスト1.15：HHVMの利用指定
sites:

    - map: homestead.app

      to: "/home/vagrant/reference-application/public"

      hhvm: true

▶その他の設定の変更など

環境変数を追加したい場合は variablesを利用します。また、仮想環境の IPアドレスやメモ

リなどもそれぞれ変更できます。利用環境に合わせて変更してください。

▶シェルスクリプトなどの追加

Homestead.yamlと同じ階層に after.shを設置して、実行したいスクリプトなどを記述す

ると、vagrant環境実行時に Homestead環境に反映できます。例えば、PHPや OSのタイムゾー

ンを日本時間に設定するには、下記の追記で変更できます（リスト 1.16）。

リスト1.16：after.sh 利用例
#!/bin/sh

sudo ln -sf /usr/share/zoneinfo/Japan /etc/localtime

sudo locale-gen ja_JP.UTF-8

sudo /usr/sbin/update-locale LANG=ja_JP.UTF-8

grep '^date.timezone = Asia/Tokyo' /etc/php5/fpm/php.ini

if [ $? -eq 1 ]; then

sudo cat >> /etc/php5/fpm/php.ini << "EOF"

date.timezone = Asia/Tokyo

mbstring.language = Japanese

EOF

fi

1-2-5 Laravel Homestead の実行

Laravel Homestead環境を利用するには、vagrantコマンドを実行します（リスト 1.17）。

リスト1.17：vagrant コマンドを使ったHomestead 環境の起動
$ vagrant up
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開発環境の削除や、プロビジョニングの反映などを行う場合も vagrantのコマンドを実行しま

す。vagrantの主なコマンドは次の通りです。

▶開発環境の実行停止・再開

このコマンドは主に日常の開発で利用します。実行を停止してもデータベースなどのデータは

失われません（リスト 1.18）。

リスト1.18：開発環境の実行を停止
$ vagrant halt

なお、停止した環境を再開する場合は次のコマンドを実行します（リスト 1.19）。

リスト1.19：停止した環境を再開
$ vagrant resume

$ vagrant up

▶Homestead.yaml などの変更反映

このコマンドで開発環境の実行を停止させて変更を反映して起動します（リスト 1.20）。

リスト1.20：設定の反映
$ vagrant reload

▶開発環境の削除

次のコマンドで仮想開発環境を削除します（リスト 1.21）。コマンド実行時はデータベースな

どもすべて削除されます。

リスト1.21：環境の削除
$ vagrant destroy

この他のコマンドに関しては、Vagrant公式サイトの「COMMAND-LINE INTERFACE」（http://

docs.vagrantup.com/v2/cli/）を参照してください。

0 1 - 0 2 環境設定
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1-2-6 Laravel Homestead 環境への接続

▶Webブラウザによるアクセス

前述の Homestead.yamlで設定した hostへのアクセスには、hostsファイルへの追記が必

要になります。OS Xや Linux環境では、root権限で「/etc/hosts」に追記し、Windows環

境の場合は、「C:¥Windows¥System32¥drivers¥etc¥hosts」に追記します。hostsには

sitesで記述したドメインと vagrantの IPアドレスを記述します（リスト 1.22）。

リスト1.22：hosts 記述例
192.168.10.10  homestead.app

▶ sshによる接続

Laravel Homestead環境への SSH接続は次のコマンドで実行します（リスト 1.23）。

リスト1.23：Homestead 環境へのSSH接続
$ ssh vagrant@127.0.0.1 -p 2222

例えば、エイリアスを利用してコマンドを短縮し、SSH接続を行う場合は次のようになります（リ

スト 1.24）。aliasコマンドは「~/.bash_profile」に記述しておくと便利でしょう。

リスト1.24：エイリアス利用例
$ alias vm="ssh vagrant@127.0.0.1 -p 2222"

$ vm

Welcome to Ubuntu 14.04.2 LTS (GNU/Linux 3.13.0-24-generic x86_64)

 * Documentation:  https://help.ubuntu.com/

Last login: Sun Aug  2 20:20:56 2015 from 10.0.2.2

vagrant@reference-application:~$
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Composerは PHPパッケージ管理システムとして急速に人気を博し、近代的な PHPの開発エコ

システムではなくてはならないものです。PHPフレームワークとしては早期に Composerに対応

した Laravelは、自身も Composerを介して提供される安定した PHPパッケージを活用し、多

くの機能を実現しています。また、Laravel専用の拡張パッケージも Composerを通じて入手

します。

1-3-1 Composer とは

Composerは PHPのパッケージ管理システムです。単一パッケージの管理にとどまらず、依存

関係を調べて必要となるパッケージをすべてインストールします。その利便性から、現在 PHPの

パッケージ管理ツールのデファクトスタンダードとなっています。また、既存パッケージの活用

や柔軟なクラス配置が可能であることから、Composerの知識は Laravelでの開発に必須です。

Composerでインストール可能な公開パッケージはデフォルトリポジトリである「Packagist」

（https://packagist.org/）で管理されています。Webサイトで検索語句を入力し、必要なパッ

ケージを検索できます。また、自由にパッケージを公開することも可能です。

▶ composer.json

Composerは composer.jsonファイルの内容に基づき指定されたパッケージの依存関係を解

決します。依存解決とは指定パッケージに必要なパッケージを再帰的に調べ、追加でインストー

ルすべきパッケージを見つけ出すことです。インストールされたパッケージは vendorディレク

トリ下に設置されます。

Laravelを構成するパッケージの 1つ、「illuminate/console」（https://packagist.

org/packages/illuminate/console）のみをインストールするケースを例にして確認してみ

ましょう（リスト 1.25）

C h a p t e r 01
S e c t i o n

0 1 - 0 3 Composer



0 1 8

リスト1.25：composer による依存パッケージの指定
{

  "require": {"illuminate/console": "5.0.22"}

}

パッケージ取得時に最低限必要な情報は、requireセクションのみです。今回指定したパッケー

ジは「illuminate/console」のバージョン 5.0.22です。

依存関係は以下に示す通りです（リスト 1.26）。直接依存しているのは 3つのパッケージ、

そしてその中の nesbot/carbonは別の 1パッケージに依存しているため、illuminate/

console自身を含めて合計 5個のパッケージがインストールされます。

リスト1.26：illuminate/console パッケージの依存関係
illuminate/console:5.0.22

├── illuminate/contracts: 5.0.*

├── symfony/console: 2.6.*

└── nesbot/carbon: ~1.0

    └── symfony/translation: 2.6.*

実際にインストールするには、composer updateコマンドをターミナルで実行します。実行

後に composer info -iを実行すると、下記の通り、5個のパッケージがインストールされて

います（リスト 1.27）。

リスト1.27：インストール済みパッケージの表示
$ composer info -i

  illuminate/console   v5.0.22 The Illuminate Console package.

  illuminate/contracts v5.0.0  The Illuminate Contracts package.

  nesbot/carbon        1.18.0  A simple API extension for DateTime.

  symfony/console      v2.6.6  Symfony Console Component

  symfony/translation  v2.6.6  Symfony Translation Component

1-3-2 ローダーの仕組み

Composerはパッケージの依存解決とインストールの他に、オートロード機能と呼ばれるクラ

スファイルの読み込み機能を提供しています。この機能のおかげでソースファイルに includeや

require文を記述する必要がありません。
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Composerが提供するオートローディングの機能には、下記にあげる 3種類があります。

1. PSR-4 規約によるクラスのオートロード
2. クラスマップによるクラスのオートロード
3. 指定ファイルの起動時読み込み

PSR-0規約によるオートロードも提供されていますが、より使用しやすい PSR-4が登場して

いるため、本書では取り扱いません。

▶PSR-4 規約によるオートロード

PSRは PHPライブラリや CMSの開発者グループである、PHP-FIG（http://www.php-fig.

org/）により定められている規約です。コーディングスタイルやオートローディングなどの共通

化を目的としています。PSR-4規約は、クラスファイルを自動的に読み込み可能にするため、完

全修飾クラス名とファイルパスの対応付けを定義しています。

例えば、\Foods\Sushi名前空間を composer.jsonの存在するディレクトリからの相対パ

ス Nigiriに結び付けているケースを考えましょう（リスト 1.28）。

リスト1.28：PSR-4 規約によるオートロード定義
{

  "autoload": { "psr-4": { "Foods\\Sushi\\": "Nigiri" } }

}

上記コード例により、\Foods\Sushi名前空間下のクラスへのアクセス時、そのクラスがロー

ドされていない場合、対応する Nigiriディレクトリ下のファイルが読み込まれます（表 1.1）。

表1.1：完全修飾クラス名と相対ファイルパスの対応例
完全修飾クラス名 相対ファイルパス

\Foods\Sushi\Ika Nigiri/Ika.php

\Foods\Sushi\AkaGai Nigiri/AkaGai.php

\Foods\Sushi\Hikari_Mono\Kohada Nigiri/Hikari_Mono/Kohada.php

名前空間名やクラス名の大文字・小文字・下線をそのまま、ディレクトリやファイル名に対応し、

クラス名に拡張子「php」を付与したものがクラスファイル名です。\Foods\Sushi以降の名前
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空間の構造が、Nigiriディレクトリ下のディレクトリ構造と対応します。

厳密に PSR-4規約に従えば、完全修飾クラス名の最上位名前空間名、前述のコード例の場合で

は、\Foodsに該当する部分は「ベンダー名として知られる」名前を付けることになっています。

というのも、一般公開されるプロジェクトの場合、この名前が他のプロジェクトと一致してしま

うと、クラス名衝突の可能性が発生するためです。

▶クラスマップによるオートロード

クラスマップによるオートロードでは、ロード対象の PHPクラスファイルを保存するディレク

トリを指定します。対象ディレクトリ下の PHPソース内で定義されているクラスの完全修飾名と、

その PHPファイルパスを対応付ける「クラスマップ」を元にクラスのオートロードが行われます。

ディレクトリ構造や名前空間に縛られず自由にクラスを配置でき、名前空間を持たないクラス

もオートロード可能です（リスト 1.29）。

リスト1.29：クラスマップによるオートロード定義
{

  "autoload": { "classmap": [ "lib", "project/common" ] }

}

上記コード例の場合では、libディレクトリと project/commonディレクトリ中でクラスを

定義している PHPファイルが、オートロード対象です。「composer dump-autoload」コマン

ドを実行すると、対応付けのためのクラスマップが生成されます。

対象ディレクトリ下であれば、名前空間とクラス名、ファイルパスも自由に付けられる便利な

ローディング方法ですが、新たなクラス追加やクラスの名前空間変更、クラス名変更、そして、ディ

レクトリ名やファイル名を変更した場合には、クラスマップを再生成する必要があります。

▶指定ファイルの起動時読み込み

オードローダーが includeされる時点で一緒に読み込まれる PHPファイルを指定できます。

下記に示す指定ファイルのロード例では、composer.jsonが存在するディレクトリを基準とし

て、helper.phpと lib/bootstrap.phpが読み込まれます（リスト 1.30）。

リスト1.30：指定ファイルのロード指定
{

  "autoload": { "files": [ "helper.php", "lib/bootstrap.php" ] }

}
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1-3-3 composer コマンド

composerコマンドの詳細は、Composerの公式ドキュメント（https://getcomposer.

org/doc/03-cli.md#process-exit-codes）で説明されています。本項では、Laravelの

開発時に特に役に立つコマンドとオプションを紹介します。ちなみに、実行の詳細を知りたい場

合はコマンドに -vvvオプションを付けて実行すると、デバッグ情報が出力されるためトラブル

発生時に解決の手助けになります。

なお、Composerは細かい仕様が頻繁に変更されるため、実際の動作が本書に記載された内容

と合致しない可能性もあります。また、上記の公式ドキュメントも更新が遅れがちです。コマン

ドのヘルプを最新情報として参照してください。

▶ update

updateコマンドは composer.jsonの設定に基づき、パッケージを新規インストール、アッ

プデート、削除します。もっとも使用頻度が高いコマンドです（リスト 1.31）。

リスト1.31：update コマンド
$ composer update

デフォルトでは --devオプションが有効で「開発時」として扱われ、requireセクションと

require-devセクションに指定されたパッケージすべてが更新対象となります。require-dev

セクションには、テストパッケージなど開発時にのみ必要な依存コンポーネントを指定します。

本番環境で require-devセクションのパッケージを除外する場合は、--no-devオプション

を付けてください。

▶ install

installコマンドは composer.jsonの代わりに、composer.lockファイルの内容に基づ

きパッケージを構成します（リスト 1.32）。composer.lockが存在しない場合は、composer.

jsonの情報に基づき構成します。

composer.lockには、パッケージ構成が変更された際に変更時の構成内容が保存されます。

つまり、composer.lockを保存もしくはソース管理していれば、過去のある時点のパッケージ

構成に戻すことが可能です。

リスト1.32：install コマンド
$ composer install
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前述の updateコマンドと同様に、--no-devオプションを付けると、require-devセクショ

ンで指定したパッケージを除外できます。

▶ require と remove

requireコマンドは特定のパッケージを追加、removeコマンドは削除します。composer.

jsonファイルの内容を変更し updateを実行します（リスト 1.33）。

リスト1.33：require および remove コマンド
$ composer require ベンダー 1/パッケージ 1:バージョン 1 [ベンダー 2/パッケージ 2:バージョン 2...]

$ composer remove ベンダー 1/パッケージ 1 [ベンダー 2/パッケージ 2...]

両コマンドでは共に、require-devセクションを追加・削除の対象にする場合は、--devオ

プションを付ける必要があります。

依存解決では require-devセクションを含む「開発時」扱いです。require-devセクショ

ンを対象外にする場合は、--update-no-devを使用します。

▶global

COMPOSER_HOME環境変数が示すディレクトリは通常、ホームディレクトリ下の「.composer」

ディレクトリ下の環境であり、そこで install、update、requireを実行します。全プロジェ

クト共通で使用したいライブラリやコマンドをまとめて管理するために用意されています（リス

ト 1.34）

リスト1.34：global コマンド
$ composer global require ベンダー /パッケージ :バージョン

$ composer global update

$ composer global install

global指定でインストールしたパッケージに含まれるコマンドを利用するには、COMPOSER_

HOME環境変数が示すディレクトリ下に存在する vendor/binディレクトリに実行パスを通す必

要があります。また、IDEではコード補完を利用するため、vendorディレクトリを全プロジェ

クト共通の PHPライブラリ（インクルードディレクトリ）として指定する必要もあります。
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▶ self-update

self-updateは Composer自身を更新するコマンドです。ユーザー権限では変更できないディ

レクトリへ Composerをインストールしている場合は sudoを付けて実行する必要があります（リ

スト 1.35）。

リスト1.35：self-update コマンド
$ composer self-update

--rollbackオプションを付与して実行するごとに、1つ前にインストールしたバージョンへ

戻すことが可能です。古いバージョンの Composerコマンドは、COMPOSER_HOME環境変数が示

すディレクトリに保存されています。不必要なバージョンであれば削除しましょう。--clean-

backupsオプションを付けて実行すれば、古いバックアップは削除されます。

▶ create-project

Composerを採用している多くのフレームワークや CMSは、create-projectコマンドで基

本的なプロジェクト構造を構築できます（リスト 1.36）。バージョンはパッケージ名の後にコロ

ン「:」で区切って指定することも可能です。

リスト1.36：create-project コマンド
$ composer create-project ベンダー／パッケージ [インストールパス ] [バージョン ]

▶ dump-autoload

dump-autoloadコマンドは、Composerがサポートしているローディングに関する情報ファ

イルを生成するコマンドです（リスト 1.37）。

リスト1.37：dump-autoload コマンド
$ composer dump-autoload

composer.json中の autoloadセクションの指定を変更した場合、PSR-4規約による定義を

行った場合、クラスマップによるロード対象クラスを追加や変更、削除した場合は、ローディン

グの管理ファイルを生成し直すため、dump-autoloadコマンドを再実行する必要があります。

--optimizeまたは -oオプションを付けて実行すると、その時点で PSR-4規約のローディン

グ対象となっている全クラスの情報がクラスマップに含まれます。これでロードを素早く実行で
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きます。ただし、PSR-4規約によるローディングよりもクラスマップが優先されるため、PSR-4

規約下の名前空間やクラス名、ファイル名を変更すると、ローディングが正常に動作しない場合

があります。開発時は利用せず、プロジェクトの変更が起きない実機環境で活用しましょう。

ちなみに、composer.jsonの update終了時に実行されるコマンドとして、「php artisan 

optimize」コマンドが指定されています。この optimizeコマンドはデフォルトで dump-

autoloadコマンドを --optimizeオプション付きで内部実行するため、上述したローディング

の不具合が発生する可能性があります。「php artisan optimize --psr」に変更することで、

--optimizeオプションを抑制可能です。

▶ clear-cache

clear-cacheコマンドは Composerのローカルキャッシュを消去します（リスト 1.38）。

リスト1.38：clear-cache コマンド
$ composer clear-cache

installや update系のコマンド実行でパッケージが取得されると、情報と共にパッケージが

ローカルにキャッシュされます。通常はキャッシュを意識する必要はありません。しかし、ごく

稀に依存パッケージが更新されているにも関わらず、update時にその変更が認識されない状況

では、キャッシュをクリアすると正しく反映されるようになるケースがあります。

▶ info と show

infoコマンドと showコマンドはいずれも同じ動作であり、現在の PHP環境とインストール

済みの全パッケージの状態を表示します（リスト 1.39）。

リスト1.39：info および showコマンド
$ composer info

$ composer show

パッケージ名を付けると、そのパッケージの情報が取得され表示されます。情報取得には時間

が掛かるため、複数パッケージの情報を調べる場合は、前述の Webサイト「Packagist」にブラ

ウザでアクセスして、それぞれの情報を閲覧するほうが素早く効率的です。
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本章以降では、Laravel による開発に必要となる知識を説明
します。本章では実際に Laravel をインストールして、そ
の構造を見ていきます。また、Laravel に必要な最低限の設
定と開発に使うコマンドを紹介します。基本的なコンポーネ
ントについて確認しながら、サンプルコードで実装方法を
チェックしてみましょう。
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「Laravel」プロジェクトをダウンロードして、インストールする方法を説明しましょう。学習

段階では何度かインストールする必要に迫られるはずです。続いて、ファイルの適切な設置場所

を把握するため、ディレクトリ構造を確認します。また、Laravelに必要な設定を解説します。

また、Laravelに搭載されている代表的なコマンドツールを紹介します。

2-1-1 Laravel のインストール

Laravelのインストールには 2つの方法が用意されています。専用インストールコマンドを使

用する方法と Composerを利用する方法です。通常は専用インストーラを利用することで、素早

くプロジェクトディレクトリを作成できます。なお、専用インストーラは Composerコマンドで

インストールする必要があります。

▶︎専用インストーラでのインストール（laravel new コマンド）

Laravelプロジェクトを構築する専用インストーラを使用する方法です。最初に Composer

で専用インストーラをインストールします（リスト 2.1）。

リスト 2.1：Laravel インストーラのインストール
$ composer global require "laravel/installer=~1.1"

続いて、COMPOSER_HOME環境変数が示すディレクトリとして、通常はホームディレクトリ直

下の「~/.composer」にある vendor/binディレクトリへ実行パスを通します。Windows 10

の場合は、「C:¥Users¥<ユーザー名 >¥AppData¥Roaming¥Composer¥vendor¥bin」です。

後はコマンド 1つで Laravelプロジェクトを作成できます（リスト 2.2）。

リスト 2.2：Laravel インストーラによるプロジェクト作成
$ laravel new プロジェクトパス

C h a p t e r 02
S e c t i o n
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最新の Laravelプロジェクトが ZIP形式でホストされており、laravelコマンドはこの ZIP

ファイルをダウンロードして、指定したプロジェクトパスに展開します。

万が一、OS Xや Linux環境で laravelコマンドが正常に動作しない場合は、一度 vendorディ

レクトリを削除した上で、「composer global install」コマンドを実行してください。

なお、バージョン 5.2のリリース後に、バージョン 5.1をインストールするオプションが追加

される予定です。

▶ Composer でのインストール（composer create-project）

Composerコマンドを使って直接インストールする方法です（リスト 2.3）。

リスト 2.3：Composer によるプロジェクト作成
$ composer create-project laravel/laravel:5.1 プロジェクトパス

指定したプロジェクトパスにディレクトリが作成され、プロジェクトに必要なファイル一式が

準備されます。公式ドキュメントでは「--prefer-dist」の付与が指示されていますが、プロジェ

クトの composer.json内で指定されているため、その必要はありません。

▶︎ Laravel の日本語化

Laravelを開発する Taylor Otwell氏は英語しか理解できず、同氏が理解できないものは

Laravelに取り込まない方針が採択されています。そのため、フレームワークには英語以外の言

語ファイルは標準で用意されていません。また、Laravelのコードには英文コメントが豊富に含

まれており、コメントもドキュメントの一部であると考えられています。

英語ドキュメントやソース内の英語コメントが苦手な場合は、Laravelプロジェクトに日本語

言語ファイルを追加し、設定ファイルなどのコメントを日本語へ翻訳するパッケージ「comja5」

（https://github.com/laravel-ja/comja5）をインストールしましょう（リスト 2.4）。

リスト 2.4：日本語化ツール comja5 のインストール
// プロジェクトへインストール（プロジェクトのルートディレクトリで実行）

$ composer require laravel-ja/comja5:~1

$ ./vendor/bin/comja5

// グローバルにインストール

$ composer global require laravel-ja/comja5:~1

$ comja5



0 2 80 2 8

2-1-2 ディレクトリ構造

前項の説明に従って、実際に Laravelをインストールし、ディレクトリ構造を確認しましょう。

Laravel最初の LTSである 5.1のディレクトリ構造を下記に示します。なお、Laravelは自

由なフレームワークであり、ほとんどのクラスファイルはローディング可能である限り、自由に

配置できることに留意しましょう。

├── app ----

│   ├── Console  |

│   ├── Events  |

│   ├── Exceptions  |

│   ├── Facades  | アプリケーション自身のロジックを設置するディレクトリです。

│   ├── Http  | PSR-4 規約下にあり アプリケーションのベンダー名として 

│   ├── Jobs  | \App 名前空間下にあります。

│   ├── Listeners  |

│   ├── Policies  |

│   └── Providers ----

│

├── bootstrap ---- Laravel フレームワークの起動コードが設置されています。

│   └── cache

│

├── config ---- 設定ファイルを設置するディレクトリです。

│

├── database ---- 

│   ├── factories  | データベースに関連するディレクトリです。

│   ├── migrations  |

│   └── seeds ----

│

├── public ---- Web サーバのドキュメントルートとして指定します。

│

├── resources ----

│   ├── assets  | リソースは資源という意味です。

│   ├── lang  | アプリケーションを動作させるために必要なファイルを設置します。

│   └── views ---- 

│

├── storage ----

│   ├── app  | フレームワークが使用するファイルを保存するためのディレクトリです。

│   ├── framework  |

│   └── logs ----
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│

├── tests ---- テストを設置するディレクトリです。

│   phpunit.xml ファイルでこのディレクトリが指定されています。

│

└── vendor ---- Composerでインストールしたパッケージが配置されています。

上述のディレクトリ構造が示すコンポーネントの関連については、次節「2-2はじめてのアプ

リケーション」で解説します。

2-1-3 アプリケーションの設定

Laravelは規約よりも設定を重視するフレームワークであり、デフォルト値はほとんどの状況

でそのまま利用できるように設定されています。そのため、最小限の設定を変更するだけで開発

を開始できます。本項では主要な設定を説明します。

▶ディレクトリパーミッション

storage下と bootstrap/cacheディレクトリ下は、Webサーバの実行ユーザーによる書き

込みを可能にする必要があります。高いセキュリティを確保する必要がない開発環境では、全ユー

ザーに対して書き込みを許可する指定も可能です（リスト 2.5）。

リスト 2.5：Linux 系システムで全ユーザーに対する書き込み許可を与える
$ sudo chmod -R a+w storage/*

$ sudo chmod -R a+w bootstrap/cache

もちろん、実環境ではセキュリティに配慮する必要がありますが、求められるセキュリティレ

ベルや OS、デプロイ方法による差異が大きいため、一概には説明できません。本書はあくまでも

Laravelの解説に注力するため、実環境の設定には触れません。適切に設定してください。

▶ .env ファイル

プロジェクトルートに存在する .envファイルは、機密性の高い設定内容や動作環境により切

り替える値を保存するためのファイルです。インストール方法によっては存在しないケースがあ

るので、必要に応じて「.env.example」ファイルを .envとしてコピーしてください。

なお、安全のため、Gitなどのソース管理の対象から外しましょう。フレームワークに含まれ
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る .gitignoreでは標準でソース管理の対象外に設定されています。

ここでは .envの冒頭にある、特に重要な 3行を確認しておきましょう（リスト 2.6）。

リスト 2.6：.env ファイルの先頭
APP_ENV=local

APP_DEBUG=true

APP_KEY=tmGnFP7ovQYlqyts7uG5Cdi6GRVuTiTc # ランダムな英数字 32文字

1行目の APP_ENVは Laravelの動作環境の名前です。詳細は「2-3-1環境設定」（P.053）

で説明します。開発時は localに設定しておきます。

2行目の APP_DEBUGはアプリケーションがデバッグモードであるかを設定します。true

でデバッグモードとなり、例外発生時にスタックトレースが表示されます。また、artisan 

optimizeコマンド実行時に、コンパイル済みファイルが生成されなくなります。開発段階では

trueに設定しましょう。逆に本番環境では表示情報が脆弱性に繋がるため、必ず falseに設定

します。

3行目の APP_KEYはアプリケーションキーで暗号化に利用されます。ランダムな英数字 32文

字が設定されていない場合は、次のコマンドで設定します（リスト 2.7）。なお、アプリケーショ

ンキーは暗号化のキーとして利用されるため、暗号化された値が保存された後に変更してはいけ

ません。復号できなくなります。

リスト 2.7：Artisan コマンドによるアプリケーションキーの生成
$ php artisan key:generate

.envには、上記の他にもデータベースとメールの認証情報、各種ドライバの設定情報が含ま

れています。必要に応じて設定しましょう。DB_CONNECTION項目はクエリビルダや Eloquent 

ORMで接続名を省略する場合のデフォルト接続名を指定します。値はconfig/database.phpファ

イル中の connections配列でキーとして定義されている接続名（sqlite、mysqlなど）を指

定します。

sqlite接続で指定されているデータベースファイル（storage/database.sqlite）はイン

ストール時に存在していません。SQLiteを使用する場合は、touchコマンドなどで空ファイル

を作成し、Webサーバから読み書きできるようにパーミッションを設定しましょう。

なお、あらかじめ用意されている項目以外に機密情報を設置する必要があれば、このファイル

に自由に追加できます。「2-3-1環境設定」（P.053）で詳述します。
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▶コンパイル済みコアファイルの削除

Laravelはクラスファイルの読み込みにかかるオーバーヘッドを短くするため、あらかじめ必

要なコアファイルを連結して速度を上げる仕組みが用意されています。Composerの update実

行後に自動実行される artisan optimizeコマンドが、デバッグモード false時に生成します。

このファイルが存在するとスタックトレースがこのファイルを示してしまうため、例外が多発

する可能性がある開発中は削除しておきましょう。Artisanコマンドで削除できます。

リスト 2.8：コンパイル済みコアファイルの削除
// 常に削除

$ php artisan clear-compiled

// デバッグモードが true時に削除

$ php artisan optimize

▶ Whoops の利用

デバッグモードでエラーや例外発生時に表示されるデフォルトページは、スタックトレースし

か情報が表示されません。Laravel 4.xまではエラーレポートパッケージ「Whoops」（https://

filp.github.io/whoops/）が利用され、リクエストの内容が詳細に表示されていました。

Laravelは例外発生時の処理も簡単に指定できるので、簡単に Whoopsを利用できます。開発

時の選択肢として、エラーレポートに Whoopsを利用する場合は、まず Composerで Whoopsを

インストールします（リスト 2.9）。

リスト 2.9：Whoops を依存パッケージとしてインストール
$ composer require filp/whoops:~1.0

続いて app/Exceptions/Handler.phpの renderメソッド先頭へ、以下に示す if文を追

加します（リスト 2.10）。

リスト 2.10：デバッグモードの例外発生時に Whoops を表示
public function render($request, Exception $e)

{

    if (config('app.debug'))

    {

        $whoops = new \Whoops\Run;

        $whoops->pushHandler(new \Whoops\Handler\PrettyPageHandler());
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        return new \Illuminate\Http\Response(

            $whoops->handleException($e),

            $e->getStatusCode(),

            $e->getHeaders()

        );

    }

    return parent::render($request, $e);

}

2-1-4 Artisan コマンド

Artisanコマンドは Laravelのコマンドラインツールです。アプリケーションの一部として

開発することもできます。本項では開発に便利な主要コマンドを説明します。なお、listコマン

ドにより、使用可能な全コマンドを表示できます。

Artisanコマンドでは共通に使用できるオプションがあります。その中の --ansiは ANSIエ

スケープシーケンスに対応しているターミナルで表示をカラー出力します。-vはエラー発生時に

スタックトレースを表示しますので、自作コマンドのデバッグに利用できます。

▶開発に役立つコマンド

clear-compiled
コンパイル済みクラスファイルを削除します。

リスト 2.11：artisan clear compiled コマンド
$ php artisan clear-compiled

env
現在の動作環境を表示します。

リスト 2.12：artisan env コマンド
$ php artisan env
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serve
PHPの組み込みサーバで Laravelプロジェクトを動作させます。サーバの停止には、CTRL+C

などの割り込みキー操作を使います。デフォルトのホスト名は localhostで、--hostオプショ

ンで変更可能です。また、ポート番号は 8000がデフォルトで、--portで変更できます。

リスト 2.13：artisan serve コマンド
$ php artisan serve [--host=ホスト名 ] [--port=ポート番号 ]

tinker
Laravelプロジェクトを REPL（Read-Eval-Print Loop）で動作させます。起動前に読み

込むファイルを指定できます。

リスト 2.14：artisan tinker コマンド
$ php artisan tinker [includeファイル…]

app:name
PSR-4ローディング規約下の appフォルダに対する名前空間を変更します。デフォルトは App

です。これにより、appフォルダ下の PHPファイル中の上位名前空間や設定など必要なファイル

が書き換えられます。

リスト 2.15：artisan app:name コマンド
$ php artisan app:name 名前空間名

key:generate
ランダムな英数字文字列を生成して、.envの APP_KEYへ設定します。--showオプションを

指定した場合、.envは変更せずに新しい文字列を表示します。

リスト 2.16：artisan key:generate コマンド
$ php artisan key:generate [--show]

route:list
ルート定義の一覧を表示します。--nameでルート名、--pathで URIにより、表示アイテム

をフィルタリングできます。

リスト 2.17：artisan route:list コマンド
$ php artisan route:list [--name=ルート名 ] [--path=パス ]
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本節では、Laravelの全体構造を把握し、基本的なコンポーネントの概念を理解するため、簡

単なサンプルアプリケーションを紹介します。Laravelを構成するコンポーネントが、実際の

Webアプリケーションでどのように使用されるかサンプルプロジェクトで確認しましょう。なお、

本章での「コンポーネント」とは、フレームワークが持つ機能の構成単位を意味します。

2-2-1 アプリケーション構造

GUIを持つ多くのフレームワークは、MVC（Model View Controller）アーキテクチャを採

用しています。その目的は GUIに関わるクラスの責務（関心）を、モデル、ビュー、コントロー

ラの 3つに分担することで、複雑になりがちなプログラムを俯瞰しやすくすることです。

コントローラの責務

・	ユーザーからの入力を受け取る
・	ビューを選択、生成する

ビューの責務

・	ユーザーに対し情報を出力する

モデルの責務

・	アプリケーションが表現しようとする機能や概念の実装
・	データ構造とそれを操作する全て（処理、検証、保存など）
・	データ層へのアクセス（狭義）
・	すべてのロジックとデータ（広義）

C h a p t e r 02
S e c t i o n

0 2 - 0 2 はじめてのアプリケーション


